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論　　文　　の　　要　　旨

　距離空間の最も重要な一般化として、1961年にJl　Cederにより導入されたM。ヨM。，M。空間はヨ

その重要性にもかかわらず多くの未解決問題を含んでいる。その最大のものは、「M。すなわち層空問

がM。となるか」というものである。本論文で著者はこの問題に密接に関連する新しい空間として正

則層空問を導入し，その諸性値を研究すると同時にM。→M。命題と同値となる多くの命題を見出して

いる。層空問がM。空問となることは，1978年G．GrリenhageとJ，Jmni1aにより独立に全く異なる方

法によって証明された。著者はJmni工aの概念を抽出することによって正則層空間を定義した。つぎ

の諸定理が証明されている。（1）正則層空間の積空問は正則層空間である。（2）正則層空問の任意部分

空問は正則層空問である。（3）正則層空問はσ準局所有限基底をもつ。後者は前にM．Itoと著者により

定義された概念である。この結果の系として正則層空問がM1空問となることが知られる。（4）層形μ

空問は正則層空問である。この結果として層形Fσ距離空問は正則層空間ξなり，さらにM1空問とな

る。後半の部分においてラ著者は正則層空問が次元論的に距離空問に酷似していることヨすなわち

正則層空問XがIndX≦nとなる必要かつ十分な条件はσ準局所有限基βでその各元B∈βがIndδB≦n

－1を満たすものをもつことである。この事実によりラS．Okaにより導入されたEM。空問族が次元

論的には正則層空問族に類似していることが知られる。
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審　　査　　の　　要　　旨

　M。→M1問題は一般距離空問理論において最も興味のある未解決問題である。著者は正則層空問族

を導入することにより，この問題の解決へ向って大きな進展を与えた。例えば，上記問題はM王の部

分空間への遺伝性と同値であるがヨM。に非常に酷似した正則層空間がこの性質を持つことを証明す

ることによって，上記問題に対する肯定解の存在を指示している。た○kaにより確立されたEM。空

問族における次元論の諸定理は正則層空問において成立することを示した。正則層空問族という良

好な性質をもった空問族の導入は争M。→M。問題を追究している研究者に極めて高く評価され，本論

文に追随する幾多の研究が国内外でなされ始めており。著者の貢献は非常に大きいと考えられる。

　よってヨー著者は理学博土の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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